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＜NEWS RELEASE＞ 

報道関係各位 

2025年8月7日 

GINZA SIXリテールマネジメント株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銀座エリア最大の商業施設「GINZA SIX」では、2025年9月11日（木）から、施設中央に位置する吹き抜け空間において、 

イギリスを代表する世界的な現代美術家ジュリアン・オピーの最新作「Marathon. Women.」を展示します。 

GINZA SIXでは、「銀座から世界へ」をテーマに文化発信拠点として、世界的に活躍する注目のアーティストやクリエイター

と協業し、感性を刺激するインスタレーションやアート作品を館内各所に展開。ショッピングを楽しみながら、本格的なアートに

触れ、文化的な体験を感じられる存在として支持されています。 

そのGINZA SIXを象徴する中央吹き抜け空間に新たに登場するのは、ピクトグラムを想起させるようなシンプルな表現で伝

統的モチーフを描くスタイルが、アート界だけでなく広いカルチャーシーンでも高く評価されるジュリアン・オピーの新作映像

作品です。 

今作「Marathon. Women.」は、吹き抜け空間に浮かぶように設置されたLEDサイネージを舞台に、カラフルでシンプルな線

で描かれたランナーたちの姿がそれぞれの速度で駆け抜けていくインスタレーション。展示環境そのものに強い関心を持っ

たジュリアン・オピーが、賑やかな空間において意味を持ち、かつ自然に溶け込むような作品を目指して制作した、自身初の

「宙に浮かぶ」映像の大型インスタレーションとなる意欲作です。 

「走る」という人間の本能的な動きが空間全体に浸透し、訪れる人々に没入感と新たな気づきをもたらす本作は、GINZA 

SIXの中央吹き抜け空間の特性を生かし、フロアを移動しながら上下左右さまざまな角度から鑑賞できる、同空間初の“動き”

のある作品です。ご注目ください。 

 

 

 

 

<ＧＩＮＺＡ ＳＩＸ 中央吹き抜け新作アート> 

イギリスを代表する世界的な現代美術家 ジュリアン・オピーの最新作 

「Marathon. Women.」 
2025年9月11日(木)より公開 

※画像はイメージです。予告なく変更になる場合があります。  
©Julian Opie 
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インスタレーション概要 

イギリスを代表する世界的な現代美術家ジュリアン・オピーによる新作インスタレーション「Marathon. Women.」が、中央吹き抜

け空間に登場。 

本作は、イギリスの女性スプリンターをモチーフにした LED 映像作品で、7 名のランナーがそれぞれ異なる色とスピードで、宙

に浮かぶ四角形のスクリーン上を果てしなく走り続ける様子が表現されています。スクリーンの内側と外側の両面に映像が展開

されており、2F から 5F までの 4 フロアから、多角的にその動きを鑑賞することができます。 

 「走る」という人間の本能に深く根差した動きが空間全体に広がり、圧倒的な躍動感と没入感をもたらします。 

 

【作 品 名】  Marathon. Women. 

【アーティスト名】 ジュリアン・オピー 

【展 示 場 所】 GINZA SIX 2F 中央吹き抜け 

【展 示 期 間】 2025年9月11日（木）～2026年秋（予定） 

【サ イ ズ】 W 10ｍ × D 8ｍ × H 1ｍ 

主催：GINZA SIX リテールマネジメント株式会社 

協力：MAHO KUBOTA GALLERY 

 

 

ジュリアン・オピー / Julian Opie プロフィール 

現代美術家 

ロンドン生まれ。ゴールドスミス・カレッジ（現・ロンドン大学ゴールドスミス）で美術を学びました。現在もロンドンを拠点に活

動しています。 

オピー独自の造形言語はひと目でそれとわかり、私たちがどのようにイメージを認識し、理解するかというアーティスト自身の

関心を反映しています。彼の作品は、古典的な肖像画、エジプトの象形文字、日本の浮世絵版画、さらに公共案内板や道

路標識などから影響を受けており、現代の日常に見られるシンプルで明快な視覚表現を、美術史の本質と結びつけています。 

これまでに主要美術館での展覧会として、ロンドンのヘイワード・ギャラリーやICA、ウィーンのMAK、水戸芸術館、上海のフ

ォースン財団、オーストラリアのビクトリア国立美術館、リスボンのベラルド美術館などで開催。また、デリー・トリエンナーレ、ヴ

ェネチア・ビエンナーレ、ドクメンタにも参加しています。 

公共空間でのプロジェクトには、ニューヨークのシティ・ホール・パーク、韓国ソウルのソウル・スクエア、ロンドンのカーナビ

ー・ストリート、オーストラリアのメルボルン市、香港のパシフィック・プレイス、そして高松市やパリのポルト・ド・クリシー駅などで

作品を展開しています。 

彼の作品は、ロンドンのテートギャラリー、大英博物館、ナショナル・ポートレート・ギャラリー、ニューヨーク近代美術館、スペ

インのバレンシア現代芸術院、中国の武漢美術館など、世界中の主要なパブリック・コレクションに所蔵されています。 

www.julianopie.com 

＜代表作品＞ 
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Charles. Jiwon. Nethaneel. Elena. 

（2024） 

©Julian Opie ©Julian Opie 

Exhibition at Tokyo Opera City Art Gallery 

（2019） 

Walking in Lisbon. 

（2022） 

La Llotja, Palma. 

（2024） 

©Julian Opie 

 

http://www.julianopie.com/
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＜ジュリアン・オピー インタビュー＞ 

本作の制作現場、ロンドン・ショーディッチに位置するジュリアン・オピーのスタジオにて実施したインタビューを収めた特集記

事および動画をGINZA SIX WEBサイトにて公開。公共空間でのアートの在り方や、「Marathon. Women.」制作の背景につい

て語っていただきました。 

URL：https://ginza6.tokyo/gsix2025/art/interview （9月11日公開予定） 

 

 

 

 

 ＜GINZA SIX 基本情報＞ 

【TEL】 03-6891-3390 （GINZA SIX総合インフォメーション 受付時間10:30～20:30） 

【ADDRESS】 〒104-0061 東京都中央区銀座6丁目10-1 

【HP】 https://ginza6.tokyo/ 

□営業時間 ショップ・カフェ（B2F～5F） 10:30～20:30  レストラン（6F、13F） 11:00～23:00 

 ※一部の店舗、レストランは営業時間が異なります。  

 ※詳細は公式ホームページをご確認ください。 

 ※営業日時については、変更になる場合がございます。 

□休館日 不定休 ※2025年8月25日（月）は店舗休業日となります。 

□アクセス 東京メトロ 銀座線・丸の内線・日比谷線「銀座」駅から地下通路にて直結 

駐車場完備（お買い上げ金額に応じたサービス有） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先＞ 

GINZA SIX PR 事務局 （株式会社サニーサイドアップ内）  

担当：髙田（080-7647-3019）、川上（080-4652-1674） FAX：03-5413-3050  E‐MAIL：ginzasix_pr@ssu.co.jp 

https://ginza6.tokyo/gsix2025/art/interview
https://ginza6.tokyo/
mailto:ginzasix_pr@ssu.co.jp
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<参考資料> ※転用、抜粋はご遠慮ください。 

 

作品解説 

 アーティストとして、私は言葉ではなくイメージや素材を使います。複数の作品に同時に取り組むこともあれば、系統的に連続して生まれる場合や、過去の作品に

呼応するかたちでアイディアが閃くこともあります。私は自分がやりたいことではなく、自分にできることをやるのです。どんなときでも実行可能と思える選択肢はごく

わずかであって、最終的にどのようなものが生まれるのかはスタート時点ではほぼ見えていません。ちなみに昨年は、同時に異なる二つのプロジェクトに取り組んで

いました。歩く子どもたちとスプリンターという、ある意味、真逆のプロジェクトです。どちらもとても人間的で強いイメージを喚起する作品ですが、多くの鑑賞者にとっ

てはとても遠く、エキゾチックにすら感じられることでしょう。それは昨年私が描きだしたダンサーや、もっと以前の作品の中の街を歩く人々から派生したものなのです。 

ウォーホルは「何かを決断しなければならないなら、どこかが間違っているのだ」と言っています。別の言い方をするなら、何をするかはその前の段階によって決定

されており、はっきりと読みとれる道筋があるのだということです。運動場で子どもたちが一列になって同じ方向に歩く。スプリンターが陸上競技場のトラックを走る。男

女別々で全員が同じ方向に走る。スプリンターたちの色合いは似たような服装の人々と区別するために対照的なチームカラーであるかもしれない、というように。私

は新しいプロジェクトという列車に乗りこんで試行錯誤を繰り返しながら、いつも森羅万象の中にヒントや答えを探しています。また私はLEDのデジタルサイネージを、

目につきやすく、動きを表現できて、誰にでも理解しやすい、ある意味、魔法のような表現手段として使用しています。私が濃く太い輪郭で描きだす人間はわかりや

すく、ありふれていて、誰の手によるものかを主張しない中立性を備えた絵文字や道路標識などがベースになっています。それは権威的な抑圧のメッセージと私的

な夢のような両義性を備えているのです。 

とはいえ、ループは無限を意味しているとか、ランナーは人間の理想的な努力の象徴だなどと、一つずつ詳しく説明するつもりはありません。私はシェフがキッチン

でやるように思いつくままに遊び、調整し、実験しているのです。 

子どもは可愛い――巨大なものは強い印象を与えるが威圧的でもある――色彩は人の心に訴えかける――動きには催眠術のような力がある――競争は人の心を

わしづかみにする――一般化すると親密さからは遠ざかるが理解が容易になる、これらが私の作品の特徴になっています。 

 ある意味、私はいつも自分を出し抜きたいと思っています。たとえば、あらぬ方向を見つめている自分の姿を見るためにものすごい速さでぐるぐる回ってみたりとか

ね。自分の判断は信用していませんが、自分の観察眼は信用しているのです。 

 最近、イースター島に行ってきたのですが、本当にすばらしい体験で、アートがどれほど環境と結びついたものであるかを強く再認識することができました。たとえば

博物館に展示されている有名なイースター島のモアイ像にも圧倒されますが、藍色の太平洋を背にして神聖なる高台に一列に並んでいるところはまさに絶景です。

あれこそ希望と不安、時間と美について物語る人間と自然の完璧なコンビネーションでしょう。ところで、インスタレーションの制作を依頼されたとき、私はそれを既存

の作品を披露するチャンスとは考えません。自分がスタジオで取り組む制作と空間との対話が始まるなと考えます。言うまでもなく、それはフレキシブルでなくてはな

りません。なにしろ作品はある空間から別の空間へと移されますからね。いずれにせよ、私は各インスタレーションが与えられた環境を最大限、活かせるものにしたい

と思っています。低い天井やカーペット敷きのギャラリーは通常そう魅力的とは言えませんが、正解を思いつくことができれば、そこが完璧な場となるケースもあるの

です。 

今回のアトリウムへの挑戦は簡単なものではありませんでしたが、私はさまざまなアイディアを検討してはVRシミュレーションを行いました。技術的制約や困難は少

なくないものの、他にはないようなプラスの点もあります。たとえば各フロアのあらゆる側面から作品を見られること、これは稀有な状況です。この吹き抜け空間には屋

外を思わせる雰囲気がありますが、実際には屋内であり、ショップの表示や大勢の人々で視覚的にはとてもせわしない印象を受けます。 

私はこれらの条件と向き合い、それをうまく活かしたいと考えました。トライアルアンドエラーを繰り返しながら徐々に最適解にたどりつき、ある日突然うまくいきだした

気がしました。ある決断から次の決断へとスムーズに進むのです。たとえば円形ではなく、この建物のように四角形にするとか、箱の内側だけでなく外側にもイメージ

を描くとか、似ているランナーたちを色で差別化するとか、彼らの異なるスピードが、吹き抜け空間をめぐる果てしないレースになっていくとか。 

さらには、いにしえのスプリンターたちの行列や新石器時代の走る狩猟民たちの壁画をモチーフにするとか、LED掲示板にティッカーディスプレイを流すとか、夜の

高速道路上での道路工事の保安灯を使うとか。 

もちろん他のやり方でもうまくいったかもしれませんが、通常、幾度となくトライアルアンドエラーを繰り返したあとにすべてのピースがあるべき場所に収まるような瞬

間が訪れるのです。今回のプランをVRモデルで実際に見たとき、これだと思いました。私はそれをあらゆる角度から見たかったし、みなさんにも見てもらいたかった

のです。 

  それは単純に部分を足した総和以上の効果を生みだしています。基本となる素材から予想される以上のことが起こるのです――実はそのちょっとしたギャップ、

予想を超えたところにある、思ってもみなかった領域がなによりも大切なのです。 

ジュリアン・オピー  2025年 


